
１　職員数の状況

　(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

人

人

人

人

注)　職員数は一般職に属する職員数である。 注)　[     ]内は、条例定数の合計である。

(2) 年齢別職員構成の状況（２９年４月１日現在）

（類似団体の人口1万人当たりの職員数　―　人）

　　　　　　　　区　　分

　部　　門

職    員    数

208 212

対前年
増減数

主な増減理由
平成29年 平成28年

61 62 △ 1 事務の合理化による減

3 3

50 53 △ 3 保育所の認定こども園化による減

14 14

△ 2 ごみ収集業務の減

16 16

28 30

産業振興業務、観光業務の増

28 28

8 6 2

△ 1

△ 4

教育 73 71 2

363 363

下水道 4 4

その他 21

水道 7 7

病院 331 330 1

合　　計
644 646 △ 2

[    　839     ］ [    　839     ］ [   0 ］

小　計

（類似団体の人口1万人当たりの職員数　―　人）

区　分

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

計

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

58 人 64 人 79 人0 人 19 人 58 人 65 人 644 人

職員の定数および任免の状況

73 人 88 人 67 人 5 人職員数

人口1万人あたり職員数　

68 人

142.57

62.21

46.05人口1万人あたり職員数　

医療体制の充実による増

教育研修事業、こども園化による増

土木

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　　 門 人口1万人あたり職員数　 80.36

22 介護保険事務の減

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会

総務

税務

民生

衛生

農林水産

商工

小　計

小　計 281 283 △ 2 人口1万人あたり職員数　

（類似団体の人口1万人当たりの職員数　―　人）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

～20 20～2324～2728～3132～3536～3940～4344～4748～5152～5556～59 60～

％

年齢

構成比

５年前の構成比
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２　職員の任免に関する事項 (1) 職員採用の状況（平成２８年度） (2) 退職者数の状況（平成２８年度）

退職は、次の事由ごとに区分されます。

 (3) 昇任・昇格の状況（平成２９年度）
昇格とは、職務の級が給料表の上位の職務の級に変わることであり、昇任とは現在の

計

計

13 人　

2 人　 4 人　

医療技術職

看　護　師

5 人　 7 人　

7 人　 1 人　 4 人　

1 人　 1 人　

定　年

4 人　

短大卒

イ 勧 奨 退 職 人事管理上の目的から職員に退職勧奨を行い、これに応じた職員

高卒区　分

ア 定 年 退 職

行  政  職

技能労務職

大卒

技能労務職

区　　分

部長級

5 人　

10 人　

34 人　

次長級

課長級

課長補佐級
合　　計

勧　奨

1 人　

0 人　

5 人　

係長級

主任級

非役職者

役　職 人　数

職より上位の職に任命されることです。行政職の各役職への昇任・昇格は次のとおりです。

15 人　

ウ 自 己 都 合 退 職 本人の都合による退職

医療技術職

計

看　護　師

人　数

６０歳（医師は６５歳）に達したことによる退職

2 人　 0 人　

行  政  職

エ 　そ　の　他 死亡による退職や他の行政機関の職員となるために退職する場合等

（一定の条件を満たす退職で任命権者が勧奨退職と認めるものを含む。）

3 人　 7 人　

医　　　師

13 人　 2 人　

4 人　 4 人　 0 人　

21 人　 11 人　 0 人　 32 人　 19 人　

2 人　 9 人　 11 人　 11 人　

0 人　

うち女性

計

2 人　 0 人　

0 人　

8 人　

0 人　

中卒

その他

1 人　

1 人　

2 人　

役　職

12 人　 2 人　 18 人　

自己都合

医　　　師

2 人　

36 人　4 人　

2 人　 8 人　 10 人　
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３　職員数の推移

(単位：人・％）

年度

部門別

216 214 212 211 212 208 ▲ 8 (▲3.7%)

65 64 68 69 71 73 8 (12.3%)

0 0 0 0 0 0 0 (0.0%)

281 278 280 280 283 281 0 (0.0%)

372 374 376 375 363 363 ▲ 9 (▲2.4%)

653 652 656 655 646 644 ▲ 9 (▲1.4%)

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

※消防の広域化として、一部事務組合の「北はりま消防組合」が平成23年4月1日に設立され、消防職員全員
が異動したため、平成23年度以降の消防部門の職員数は0名となっています。

過去５年間
の増減数（率）

H24年度 H25年度 H26年度 H29年度H27年度 H28年度

総合計

一般行政

教育

消防

普通会計計

公営企業会計計
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１　総   括    (1) 人件費の状況（普通会計決算）

(注)　 普通会計とは、病院などの企業等会計を除いたもので、人件費には特別職・市議会議員に支給される報酬等も含みます。 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

(注)　 １　職員手当には退職手当を含まない。
２　職員数は、平成28年4月1日現在の人数です。
３　給与費には再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

(3)  ラスパイレス指数の状況

注) 　1　 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、
　　     学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

 2　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

(参考)　類似団
体一人当たり給

与費

28年度

給　　　　　与　　　　　費

216,924 千円

2,593,239 千円 12.8 %   28,455 千円

期末・勤勉手当 　　　　計　　　Ｂ給　　　 料

28年度

区分

283 人 6,248 千円

職員手当

1,768,155 千円1,121,679 千円

職員数
　　　　　A

一人当たり
給　与　費

　　　　 　B/A

429,552 千円

住民基本台帳
　　　　　　　Ａ

（参考）
　　 27年度の
     人件費率

実 質 収 支 人 件 費 人件費率
　　　　  　　Ｂ　 　　　　　Ｂ／Ａ　　　

12.6 %   

給与および手当の状況

45,099 人

歳 出 額　

20,228,193 千円

区　　分
　　人口（H29.1.1）

90.0

95.0

100.0

105.0

加西市 類似団体平均 全国市平均

H27.4

99.5 

H27.4

97.0 

H27.4

98.7 
H28.4

99.1
H28.4

97.7

H28.4

99.1
H29.4

98.9

H29.4

97.5

H29.4

99.1

他団体とのラスパイレス指数の比較
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(4) 給与改定の状況
①月例給

（参考）

Ａ Ｂ

28年度 ― 円 ― 円 ― 円 ― ％ 0.17 ％ 0.17 ％

（注）　「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告において公民の4月分の給与額をラスパイレス比較した平均給与月額である。

（注）加西市では、人事委員会を設置していないため、国に準じて改定を実施している。

②特別給（期末・勤勉手当）

（参考）

　　割合 Ａ 　支給月数 Ｂ 　　　支給月数

28年度 ― 月 ― 月 ― 月 ― 月 4.3 月 4.3 月

（注）　「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、「公務員の支給月数」は期末手当及び

勤勉手当の年間支給月数である。

（注）加西市では、人事委員会を設置していないため、国に準じて改定を実施している。

(5) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し

［　実施　　未実施　］

②地域手当の見直し

　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

 

国基準による支給割合    

加西市の支給割合

③その他の見直し内容

(6) 特記事項
給与抑制の取組状況

国の要請等を踏まえた給料減額（部課長級9％、課長補佐・係長級７％、

0%

0%

0%

0%0%

0%

期末手当の独自カット（役職に応じて、支給月数を0.05～0.55月分カット）

管理職手当の20％カット

期末手当の独自カット（役職に関係なく、一律支給月数から0.6月分カット）

管理職手当の20％カット

 平成２６年度の
支給割合 4月1日時点 遡及改定後  

見直し後の支給
割合（H28.4.1）

 平成２７年度の支給割合

Ａ － Ｂ

（　　％）

（改定月数）

期末手当の独自カット（役職に応じて、支給月数を0.05～0.45月分カット）

平成２５年度

平成２４年度

国の年間

主任・主事級5％、管理職手当の10％カット

0%

0%

人事委員会の勧告

区分 給与改定率民間給与 公務員給与 較　差 勧　告

Ａ － Ｂ

区分

平成２２年度

平成２３年度

国の改定率

人事委員会の勧告

民間の支給 　公務員の 較　差 勧　告 年間支給月数

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地
域手当の支給割合の見直し等に取り組むとされている。

（給料表の改定実施時期）平成２７年４月１日
（内容）一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均２％引下げ。若年層
が多く在職する号給については、人材確保への影響等を考慮し、初任給に係る号給等につい
ての引き下げを行わない。高齢層が多く在職する高位号給については最大４％の引下げを行
う。激変緩和のため、３年間（平成３０年３月３１日まで）の経過措置（現給保障）を実
施。

（支給割合） 支給なし
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（29年4月1日現在）

　　　　①一般行政職

(注)

　　　　②技能労務職

　　　　③教育職

平均給料月額 平均給与月額

円

円

- - -

392,104.0430,817 円

410,719

平 均 年 齢区　　分
（国比較ベース）

円加 西 市 43.2 332,678 円372,379

平均給与月額

類似団体

区　　分

国

兵庫県

39.7

兵 庫 県

うち用務員

加 西 市

類似団体

2,722 人

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額

315,453

2,818,600 円

加 西 市

うち学校給食員

類似団体 歳

歳 339,000

円

うち清掃職員 52.3 歳

350,900 円53.5 歳うち用務員

民　　　間

平均給与月額　（国
比較ベース)

公　　務　　員

A/B

参考

342,674円 円

平均年齢

C/D

歳 410,527 円

兵 庫 県 44.6

352,900 円

区　　分

3　一般行政職とは、税務職、福祉職、消防職、企業職、教育職、医療職及び技能労務職以外のものです。

42.3

国

55.5 歳

366,444 円

円

円

円

372,234

歳

調理師
（兵庫県平均）

2.08

330,53143.6

職 員 数
平均給料
月     額

41.7 歳

27 人

2 人

6 人

円

382,547 円

1 人

375,127 円

50.6 歳

5,873,784 円

歳 291864 326092円

平均給与月額

295,765 円

公務員
（C)

- - - - - -

4,755,648 円 3,381,200 円

50.7 歳 71 人

54.4 歳

- - -

用務員
（全国平均）

53.6 歳

- - - - - -

55.1 歳

45.7 歳

370,700 円

廃棄物処理業従事員（全
国平均）

286,833 円

490 人 337,500 円

- - -

参考：年収ベース（試算値）の比較

1.124,501,522 円 4,023,000 円

民間
（D)

- - -

※ 民間データは、賃金構造基本統計調査において公表
されているデータを使用しています。（H26～28年の3ヵ年
平均）

※ 技能労務職の職種と民間の職種等の比較等にあた
り、職種区分では類似する業務での比較となっており、ま
た、民間の平均賃金・年齢の算出の際には、正規職員の
ほか臨時職員やパート勤務者を含むなど、年齢・業務内
容・雇用形態・平均経験年数等でその基準が異なってお
り、完全に一致するものではありません。

※ 年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D)」のデータ
は、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員に
おいて前年度に支給された期末勤勉手当、民間において
は前年度に支給された年間賞与の額を加えた試算値で
す。

うち学校給食員

うち清掃職員

41.6 歳 356,100

加 西 市

1.41

314,401

324,237 円 307,786 円

- - -

- - -

- - - - - -

- - -

- - -

293,000 円    

254,300 円    42.7 歳

328,360 円

373,818 円404,647 円

396,304 円

円 414,570 円

円

- - -

361,332 円

平均給与
月額　（B)

平均給与
月額　（A)

- - -

平均年齢
対応する民間
の類似職種

　　また、「平均給与額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当、特殊勤務

　手当、通勤手当を除いたもの）で算出しています。

1.74350,900 円

360,650 円

371,700 円

1.28

1.56

207,300 円    

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

１　「平均給料月額」とは、平成29年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当

　などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。　　

389,943 円355,233 円
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 (2) 職員の初任給の状況（29年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（29年4月1日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

３　一般行政職の級別職員数等の状況

 (1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（29年4月1日現在）

注)　加西市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
注)　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。  5.7 %    

2.1 %    

41  人 　

4.1 %    

21.1 %    

25  人 　

37  人 　

44  人 　

8  人 　

12.9 %    

22.7 %    

経 験 年 数 ２０ 年 経 験 年 数 ２5 年 経 験 年 数 3０ 年

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１号給の

---    

給料月額

最高号給の

---    

348,000

---    

---    

365,186 378,775 407,396

346,350344,900

320,900

---    

---    

８　　級

短　大　卒

大　学　卒

306,200

---    

---    

---    

大　学　卒

中　学　卒

７　　級 次長、部参事、課長又は主幹の職務

給料月額

444,100 円    

409,400 円    

392,200 円    課長補佐の職務

理事、技監、部長又は市参事の職務 361,800 円    

317,700 円    

５　　級 係長又は主査の職務

主任の職務

383,400 円    

349,200 円    

６　　級 287,100 円    

261,100 円    

227,900 円    

19.1 %    

336,500 円    

290,100 円    

246,600 円    

161,700 円    

141,600 円    

24  人 　 191,700 円    

11  人 　

4  人 　

12.4 %    

１　　級

２　　級

３　　級 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事の職務

４　　級

主事補の職務

主事の職務

高　校　卒

---    

---    

---    

一般行政職

技能労務職

教　育　職

---    高　校　卒

---    

区　　　     分

---    

---    

335,300

経 験 年 数 １０ 年

---    
教　育　職

大　学　卒 178,200 ---    

---    ---    ---    

150,500 ---    ---    

技能労務職 高　校　卒 150,500 ---    ---    

加西市 兵庫県 国区　　　分

一般行政職
大　学　卒 178,200 ---    ---    

高　校　卒

短　大　卒 ---    ---    ---    

短　大　卒

2.1%

1.5%

2.5%

5.7%

7.2%

2.5%

12.4%

10.3%

18.0%

22.7%

23.2%

18.5%

19.1%

18.6%

19.0%

12.9%

13.4%

16.0%

21.1%

21.6%

18.0%

4.1%

4.1%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29年

１年前

５年前 １級

２級

３級

４級

５級

６級

７級

８級
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 (2) 昇給の勤務成績への反映状況

懲戒処分を受けた者や、勤務態度不良（無届欠勤等）の職員に対して昇給抑制を行っています。

４　職員の手当の状況 (1) 期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（28年度） １人当たり平均支給額（28年度）

千円　 千円　

（28年度支給割合） （28年度支給割合） （28年度支給割合）

月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

・役職加算　　  ５ ～ １５％ ・役職加算　　  ５ ～ ２０％

・管理職加算　　１０ ～ ２５％

(注) 　(  　　)内は、再任用職員に係る支給割合です。

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

18年度より管理職を対象とした目標管理制度を導入し、評定結果を勤勉手当へ反映しています。

 (2) 退職手当（29年4月1日現在）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2%～20%加算） （2%～45%加算）

１人当たり平均支給額　　 千円 千円

注)　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
　　された平均額です。

 (3) 地域手当（29年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

・役職加算　5～20％（抑制後5～12％）

・管理職加算　10～20％（抑制後6～11％）

2.60

加　　西　　市

1,567

(  1.45  ) 月分

期末手当

月分

20.445 25.55625 20.445 25.55625勤続２０年

国加　　　西　　　市

自己都合 勧奨・定年勧奨・定年

41.325 49.59 41.325 49.59勤続３５年

29.145 34.5825 29.145 34.5825勤続２５年

6,351 20,757

支給実績（28年度決算） -----

49.5949.5949.59 49.59最高限度額

0 ---

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） -----

支給対象地域 支給率（H29） 支給対象職員数 国の制度（支給率）

月分

0市内全域

（支給割合） 自己都合

最高限度額

勤続２０年

勤続２５年

（支給割合）

勤続３５年

公表していません

職制上の段階、職務の級等による加算措置

勤勉手当

兵　　庫　　県

---

期末手当 勤勉手当

2.60 月分 1.7

月分 月分(  0.80  )

国

期末手当 勤勉手当

2.60 月分 1.7 月分

月分

1.7

(  0.80  )

職制上の段階、職務の級等による加算措置職制上の段階、職務の級等による加算措置

月分 月分(  0.80  )(  1.45  )(  1.45  )
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 (4) 特殊勤務手当（29年4月1日現在）

千円

　円

　％ (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（28年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、

　　　　教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

 (6) その他の手当（29年4月1日現在）

千円 円

千円 円

千円 円

職員全体に占める手当支給職員の割合（28年度）

手当の種類（手当数） 1種類

57,170

53,940 998,889

15,779

国は自宅居
住者の支給
無

円

○交通機関等利用者
　　6箇月定期券等の価額により一括支給
　　但し、1箇月平均の上限55,000円

通勤手当 同

管理職手当

○支給単価
（行政職給料表８級）　理事　　　　　　 　110,000円
　　　　　　　　　　　　　　部長・局長級　　100,000円
（行政職給料表７級）　局長・次長級　　  95,000円
                            　部参事　　　　    　85,000円
                            　課長・室長級　    80,000円
　                          　主幹　　　　         70,000円

○自動車等の利用者
02㎞未満    　　           0円
02㎞～05㎞未満    2,000円
05㎞～10㎞未満    4,200円
10㎞～15㎞未満    7,100円
15㎞～20㎞未満   10,000円
20㎞～25㎞未満   12,900円
25㎞～30㎞未満   15,800円

千円
30㎞～35㎞未満   18,700円
35㎞～40㎞未満   21,600円
40㎞～45㎞未満   24,400円
45㎞～50㎞未満   26,200円
50㎞～55㎞未満   28,000円
55㎞～60㎞未満   29,800円
60㎞～               31,600円

231,090

11,663 83,906住居手当

○月額家賃 23,000円以下：（家賃－12,000円）
　　　23,000円以上：
　　　（11,000＋（家賃－23,000円）／2）で27,000円を限度
○自宅居住者 2,000円

異

支給実績国の制度と

平均年額

扶養手当

○配偶者 13,000円
○扶養親族１人につき6,500円
　　ただし、配偶者無のときの扶養親族１人目のみ11,000円
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子
　　1人につき5,000円を加算

同 33,508

支給職員

手　当　名 内容及び支給単価 との異同 異なる内容 （28年度決算） １人当たり

国の制度

支給実績（27年度決算） 91,464

職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 327

95,867

職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 339

支給実績（28年度決算）

支給実績（28年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算）

手当の名称

-----　

-----　

-----　

防疫等作業手当

支 給 単 価

日額230円

支給実績
（28年度決算）

0円

主な支給対象業務

感染症患者の救護等

主な支給対象職員

感染症患者の救護等に従事する職員
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５　特別職の報酬等の状況（29年4月1日現在）

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

月分 月分 月分

月分 月分 月分

月分 月分 月分

月分 月分 月分

月分 月分 月分

(注) １　退職手当の｢１期の手当額｣は、４月１日現在の給料及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合に

　おける退職手当額の見込み額です。

２　平成27年7月より、市長・副市長・教育長・議長・副議長・議員の報酬を改定しています。（△5％）

期
末
手
当

4.30

減額前支給率支給率

4.30

給　　料　　月　　額　　等

市 長 -

　（参考）　　類似団体における最高／最低額

報

酬
350,000

区　　　分

給

料
-

-893,000

副 市 長 714,000

議 長

-議 員

-

8,225,280 円　　　  副 市 長

（支給時期）

市 長

副 議 長

議 員

5,529,600 円　　　  任期満了時

任期満了時

　　（算定方式）

任期満了時

28年度支給割合

教 育 長

380,000

教 育 長

報酬月額×24/100×在職月数

-

-

4.30

4.30

報酬月額×18/100×在職月数

退
職
手
当

報酬月額×40/100×在職月数

（1期の手当額）

17,145,600 円　　　  

副 議 長

市 長

副 市 長

-

-

議 長

-

-

－

-

640,000 -

451,000

4.30

-

－

-

-

-

--

カット月数

-
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６　公営企業職員の状況

　(1)　病院事業

  　① 職員給与費の状況     ア　決算

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費を含まない。

(注) １　職員手当には退職手当を含まない。

２　職員数は、29年3月31日現在の人数である。

イ　 特記事項

② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（29年4月1日現在）

歳

歳

歳

歳

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

(注) １　基本給には、扶養手当・地域手当を含みます。
２　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。   ③ 職員の手当の状況 ア　期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（28年度） 千円　 １人当たり平均支給額（28年度） 千円　

（28年度支給割合） （28年度支給割合）

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　  ５ ～ １５％ ・役職加算　　  ５ ～ １５％

注) 　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

(参考)全市町村
病院事業一人
当たり給与費

1.7 月分

(  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分 (  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分

2.6 月分 1.7 月分 2.6 月分

加　　　西　　　市 加西市（普通会計）

1,545 1,567

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

　うち看護師

　うち事務職員

　うち医師

　うち看護師 40.8

　うち事務職員 43.0

団体平均

28年度

職員手当 期末・勤勉手当

2,389,007 千円

　うち医師 47.3

514,554 千円1,304,361 千円 570,092 千円

千円

区分

区分 職員数
　　　　　A

加　西　市 41.4

28年度

総費用

Ａ  

純損益又は
実質収支

7,174 千円

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

一人当たり
給　与　費

　　　　 　B/A給　　　 料 　　　　計　　　Ｂ

給　　　　　与　　　　　費

333 人

Ｂ　

49.3%  5,941,023 千円 △ 18,407千円

（参考）
25年度の総費用に占める
職員給与費比率

総費用に占める
職員給与費比率

　　　　　　　　　Ｂ/Ａ

職員給与費

2,984,634 千円 50.2%  

千円

千円

千円

358

637

322

342

千円

千円

千円

千円

625

1,513

509

535
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イ　退職手当（29年4月1日現在）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2%～20%加算） （2%～45%加算）

１人当たり平均支給額　　 千円

注)　 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
　　　された平均額である。

ウ　地域手当（29年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（29年4月1日現在）

千円

　円

　％

手当の名称

9種類

主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

95,352

214,754

85.7

支給実績
（28年度決算）

主な支給対象職員

支給実績（28年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算）

手当の種類（手当数）

職員全体に占める手当支給職員の割合（28年度）

医　　師 16.0 37 0

上記以外 0 ---　 0

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 1,201,557

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

-

支給実績（28年度決算） 44,458

最高限度額 49.59 49.59 最高限度額 49.59 49.59

勤続３５年 41.325 49.59 勤続３５年 41.325 49.59

勤続２５年 29.145 34.5825 勤続２５年 29.145 34.5825

（支給割合） 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 20.445 25.55625 勤続２０年 20.445 25.55625

看護手当 看護師 主任看護師に対して支給 501千円 月額3,000円

加　　　西　　　市 国

（支給割合） 自己都合 勧奨・定年

救急業務手当
医師

医療技術員
看護師

病院に勤務する職員に対して、勤
務時間外に職員が緊急時に呼出
しを受けて、その業務に従事した
場合に支給

43,558千円
医　師　10,000円～13,000円
その他　 1,000円～  2,000円

防疫等作業手当 技能労務員

感染症患者若しくは感染症の疑い
のある患者の救護又は感染症の病
原体の付着した、若しくは付着の
危険のある物件の処理に従事

116千円 1回290円

細菌検査取扱手当 検査技師
細菌検査業務（感染症の病原
体の培養作業）に従事した職
員

245千円 日額250円

夜間看護手当 看護師

勤務の一部又は全部が深夜（午後
10時から翌日午前５時までの間を
いう。）において行われる看護等の
業務

42,055千円
勤務時間に応じて、1回
2,000円～6,800円

分娩手当 医師
医療職給料表（一）の適用を受
ける職員で分娩を行った場合
に支給

2,440千円 1分娩当たり 10,000円以内

放射線取扱手当
放射線技師

看護師
放射線業務に従事した職員 1,503千円

専任として従事したもの
　　　　　　　　　　月額5,000円
その他のもの
                    月額3,000円

年末年始手当
医師

医療技術員
看護師

年末年始に勤務した職員 4,889千円 管理者が別に定める額

解剖手当 医師 解剖を実施、介助した職員 45千円 1体当たり 3,000円以内
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（28年度決算）」と同じ年度の3月末日現在の総職員数（管理職員、

　　　　教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（29年4月1日現在）  

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

通勤手当

○交通機関等利用者
　　6箇月定期券等の価額により一括支給
　　但し、1箇月平均の上限55,000円
○自動車等の利用者
　　距離に応じ2,000円～31,600円

同 24,854 90,258

管理職手当

（医療職一給料表４級）　院長　　　　　145,000円
                             　　副院長　　　 126,000円
                             　　診療部長　　121,000円
（医療職一給料表３級）　部長　　　　　　96,000円
                             　　副部長　　　 　90,000円
                             　　医長　　　　  　71,000円
(医療職一給料表２級）　　医長　　　　　　63,000円
（医療職二給料表６級）　部長　　　　　　 85,000円
（医療職二給料表５級）　科長　　　　　　 63,000円
                             　　副科長　 　  　62,000円
（医療職三給料表５級）　看護部長　　   90,000円
（医療職三給料表４級）　看護副部長    70,000円
                               　看護課長 　  　65,000円
                                看護副課長　　62,000円
（行政職給料表８級）   　局長　　　　　　100,000円
（行政職給料表７級）   　次長　　　　　　90,000円
　　　　　　　　　　　　　　   課長　　  　　 80,000円

同 73,344 991,135

扶養手当

○配偶者 13,000円
○扶養親族１人につき6,500円
　　ただし、配偶者無のときの扶養親族１人目のみ11,000円
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子
　　1人につき5,000円を加算

同 22,759 220,595

住居手当

○月額家賃 23,000円以下：（家賃－12,000円）
　　　23,000円以上：
　　　（11,000＋（家賃－23,000円）／2）で27,000円を限度
○自宅居住者 2,000円

同 13,967 128,767

支給職員

手　当　名 内容及び支給単価 （28年度決算） １人当たり

平均年額

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 277

一般行政
職との制
度の異同

支給実績

支給実績（28年度決算） 61,515

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 221

支給実績（27年度決算） 67,501
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　(2)　水道事業

  　① 職員給与費の状況

 　　ア  　決算

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費を含まない。

(注) １　職員手当には退職手当を含まない。
２　職員数は、29年3月31日現在の人数である。

イ　 特記事項

② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（29年4月1日現在）

歳 円 円

歳 円 円

注)　基本給には、扶養手当を含みます。
注)　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。   ③ 職員の手当の状況 ア　期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（28年度） 千円　 １人当たり平均支給額（28年度） 千円　

（28年度支給割合） （28年度支給割合）

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　  ５ ～ １５％ ・役職加算　　  ５ ～ １５％

注)　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（29年4月1日現在）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2%～20%加算） （2%～45%加算）

１人当たり平均支給額　　 千円

注)　 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
　　　された平均額である。

-

最高限度額 49.59 49.59 最高限度額 49.59 49.59

勤続３５年 41.325 49.59 勤続３５年 41.325 49.59

勤続２５年 29.145 34.5825 勤続２５年 29.145 34.5825

勤続２０年 20.445 25.55625 勤続２０年 20.445 25.55625

加　　　西　　　市 国

（支給割合） 自己都合 勧奨・定年 （支給割合） 自己都合 勧奨・定年

1.7 月分

(  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分 (  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.6 月分 1.7 月分 2.6 月分

加　　　西　　　市 加西市（普通会計）

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給

1,563 1,567

8,569 千円 46,820 千円28年度

団体平均 43.2 332,678 410,527

期末・勤勉手当 　　　　計　　　Ｂ

平均月収額

加　西　市 50.1 364,698 528,678

8 人 32,457 千円 5,794 千円

4.7%  4.8%  

5,853 千円

区分 職員数
　　　　　A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給　与　費

　　　　 　B/A給　　　 料 職員手当

Ａ  Ｂ　

28年度 1,110,733 千円 38,235千円 52,464 千円

(参考)全市町村
水道事業一人当

たり給与費

6,427 千円

区分
純損益又は
実質収支

総費用に占める
職員給与費比率

　　　　　　　　　Ｂ/Ａ

（参考）
27年度の総費用に占める
職員給与費比率

総費用 職員給与費
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ウ　地域手当（29年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（29年4月1現在）

千円

　円

　％

※　平成18年4月1日より、特殊勤務手当の見直しを行い、上水道にかかる特殊勤務手当は全部廃止されました

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（28年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、

　　　　教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（29年4月1日現在）  

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

通勤手当

○交通機関等利用者
　　6箇月定期券等の価額により一括支給
　　但し、1箇月平均の上限55,000円
○自動車等の利用者
　　距離に応じ2,000円～31,600円

同 677 96,714

管理職手当

○支給単価
（行政職給料表８級）　理事　　　　　　 　110,000円
　　　　　　　　　　　　　　部長・局長級　　100,000円
（行政職給料表７級）　局長・次長級　　  95,000円
                            　部参事　　　　    　85,000円
                            　課長・室長級　    80,000円
　                          　主幹　　　　         70,000円

同 2,160 1,080,000

扶養手当

○配偶者 13,000円
○扶養親族１人につき6,500円
　ただし、配偶者無のときの扶養親族１人目のみ11,000円
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子
　　1人につき5,000円を加算

同 1,333 190,429

住居手当

○月額家賃 23,000円以下：（家賃－12,000円）
　　　23,000円以上：
　　　（11,000＋（家賃－23,000円）／2）で27,000円を限度
○自宅居住者 2,000円

同 519 86,500

支給職員

手　当　名 内容及び支給単価 （28年度決算） １人当たり

平均年額

支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） 161

一般行政
職との制
度の異同

支給実績

支給実績（28年度決算） 1,105

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 138

支給実績（27年度決算） 1,286

手当の名称 左記職員に対する支給単価

---

主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（Ｈ28年度決算）

--- --- --- ---

支給職員1人当たり平均支給年額（28年度決算） -----　　　

職員全体に占める手当支給職員の割合（28年度） -----　　　

手当の種類（手当数） 無し

市内全域 0 ---　 0

支給実績（28年度決算） -----　　　

支給実績（28年度決算） 　　　　　　-----

支給職員1人当たり平均支給年額（28年度決算） 　　　　　　-----

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）
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　(3)　下水道事業

  　① 職員給与費の状況

　  ア 　決算

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費を含まない。

注)　職員手当には退職手当を含まない。
注)　職員数は、平成29年3月31日現在の人数である。

イ　 特記事項

② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（28年4月1日現在）

歳 円 円

歳 円 円

注)　基本給には、扶養手当を含みます。
注)　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。   ③ 職員の手当の状況 ア　期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（28年度） 千円　 １人当たり平均支給額（28年度） 千円　

（28年度支給割合） （28年度支給割合）

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　  ５ ～ １５％ ・役職加算　　  ５ ～ １５％

注)　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（29年4月1日現在）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2%～20%加算） （2%～45%加算）

　　一人あたり平均支給額 千円

注)　 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
　　　された平均額である。

(参考)全市町村
下水道事業一人

当たり給与費

6,426 千円

--

最高限度額 49.59 49.59 最高限度額 49.59 49.59

勤続３５年 41.325 49.59 勤続３５年 41.325 49.59

勤続２５年 29.145 34.5825 勤続２５年 29.145 34.5825

勤続２０年 20.445 25.55625 勤続２０年 20.445 25.55625

加　　　西　　　市 国

（支給割合） 自己都合 勧奨・定年 （支給割合） 自己都合 勧奨・定年

1.7 月分

(  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分 (  1.45  ) 月分 (  0.80  ) 月分

2.6 月分 1.7 月分 2.6 月分

加　　　西　　　市 加西市（普通会計）

1,778 1,567

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

加　西　市 49.03 376,950 586,792

団体平均 43.2 332,678 410,527

7,042 千円

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

28年度 4 人 18,090 千円 2,966 千円 7,110 千円 28,166 千円

1.4%  

区分 職員数
　　　　　A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給　与　費

　　　　 　B/A給　　　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　　計　　　Ｂ

Ｂ　

28年度 2,294,764 千円 △ 66,161千円 33,910 千円 1.5%  

区分
純損益又は
実質収支

総費用に占める
職員給与費比率

　　　　　　　　　Ｂ/Ａ

（参考）
27年度の総費用に占める
職員給与費比率

総費用 職員給与費

Ａ  
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ウ　地域手当（29年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（29年4月1日現在）

千円

　円

　％

※　平成18年4月1日より、特殊勤務手当の見直しを行い、下水道にかかる特殊勤務手当は全部廃止されました

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、

　　　　教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（29年4月1日現在）  

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

通勤手当

○交通機関等利用者
　　6箇月定期券等の価額により一括支給
　　但し、1箇月平均の上限55,000円
○自動車等の利用者
　　距離に応じ2,000円～31,600円

同 225 56,250

管理職手当

○支給単価
（行政職給料表８級）　理事　　　　　　 　110,000円
　　　　　　　　　　　　　　部長・局長級　　100,000円
（行政職給料表７級）　局長・次長級　　  95,000円
                            　部参事　　　　    　85,000円
                            　課長・室長級　    80,000円
　                          　主幹　　　　         70,000円

同 1,800 900,000

扶養手当

○配偶者 13,000円
○扶養親族１人につき6,500円
　ただし、配偶者無のときの扶養親族１人目のみ11,000円
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子
　　1人につき5,000円を加算

同 597 199,000

住居手当

○月額家賃 23,000円以下：（家賃－12,000円）
　　　23,000円以上：
　　　（11,000＋（家賃－23,000円）／2）で27,000円を限度
○自宅居住者 2,000円

同 48 24,000

支給職員

手　当　名 内容及び支給単価 （28年度決算） １人当たり

平均年額

支給職員1人当たり平均支給年額（27年度決算） 79

一般行政
職との制
度の異同

支給実績

支給実績（28年度決算） 313

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 78

支給実績（27年度決算） 316

手当の名称 左記職員に対する支給単価

---

主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（Ｈ28年度決算）

--- --- --- ---

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） -----　　　

職員全体に占める手当支給職員の割合（28年度） -----　　　

手当の種類（手当数） 無し

市内全域 0 ---　 0

支給実績（28年度決算） -----　　　

支給実績（28年度決算） 　　　　　　-----

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 　　　　　　-----

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

- 17 -



 (1) 勤務時間の状況（平成29年4月1日現在）

注①　施設等によっては、上記以外の勤務形態の場合もあります。 (2） 休暇（平成29年4月1日現在）

1年を通じて20日（途中採用者は別）

・公務による負傷または傷病・・その療養に必要と認められる期間。

・公務以外による負傷または傷病・・90日の範囲内でその療養に必要と認める期間

出産、結婚、忌引、ボランティアその他の特別な事由がある場合

連続する6月の期間内（無給） (1) 分限処分の状況（平成28年度）

降任 免職 休職 計 失職

-

16件 16件

-

-

-

0件 0件 16件 16件

- (2） 懲戒処分の状況（平成28年度）

戒告 減給 停職 免職 計

-

-

-

0件 0件 0件 0件 0件

職制、定数の改廃、予算の減少による廃職、過員を生じた場合

12:00～13：00

開始時刻 終了時刻 休憩時間

8:30 17:15

欠格条項該当により失職した場合

区　　分

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

合　　計

区　　分

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

勤務時間その他の勤務状況

職員の分限及び懲戒処分の状況

刑事事件に関し起訴された場合

合　　計

正規の勤務時間

7時間45分/日

年次有給休暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇
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 (1) 育児休業等の取得状況（平成28年度）

育児休業 うち育児 うち部分 うち育児

対象者 休業 休業 短時間勤務

取得者 取得者 取得者

1人 17人

38人 1人 10人 16人 16人

39人 1人 10人 33人 16人 0人 0人 (2) 育児休業及び部分休業の承認期間

　　(平成28年度中に新たに育児休業を取得した職員について）

　①　育児休業承認期間

6月以下 6月超え 1年超え 1年6月超え 2年超え 2年6月超え 合計

1年以下 1年6月以下 2年以下 2年6月以下

1 1人

6人 4人 2人 1人 3人 16人

1人 6人 4人 2人 1人 3人 17人

　②　部分休業承認期間

1年以下 1年超え 2年超え 3年超え 4年超え 5年超え 合計

2年以下 3年以下 4年以下 5年以下

0人

0人

0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

 (3) 育児短時間勤務承認期間 (平成28年度中に新たに取得した者）

3月以下 3月超え 6月超え ９月超え 合計

6月以下 9月以下 4年以下

0人

5人 5人 10人

5人 5人 0人 0人 10人

 (4) 介護休暇の取得状況（平成28年度）

女性職員

計

取得可能となった職員

区　　分

男性職員

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

職員の服務の状況

女性職員

計

介護休暇取得状況

0人

0人

0人

区　　分

男性職員

平成28年度中に新たに育児休業が

育　児　休　業　承　認　期　間

男性職員

計

男性職員

女性職員

女性職員

計

育児短時間勤務承認期間

育児
短時間勤務
取得者数

男性職員

女性職員

計

部　分　休　業　承　認　期　間
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－  20 － 

 

 

（１）職員の健康管理事業 

項目 概要 

定期健康診断 
胸部Ｘ線、血液、胃部Ｘ線検査等を、全職員（人

間ドック受診者を除く）を対象に実施 

 

 

（２）共済制度の状況 

職員の共済制度は、地方公務員法第４３条に基づき定められた地方公務員等共済組合法によっ

て具体的に定められています。 

当市においては、兵庫県市町村職員共済組合等に加入しております。なお、主な事業内容は次

のとおりです。 

① 短期給付事業 

組合員とその家族の病気・ケガ・出産・死亡等に対して必要な給付を行う事業です。 

② 長期給付事業 

組合員の退職・障害・死亡に対して年金又は一時金の給付を行う事業です。 

③ 福祉事業 

組合員とその家族の健康の保持増進事業や保養施設の運営、臨時的な支出に対しての貸

付などを行う事業です。 

 

 （参考）共済組合のホームページ 

  兵庫県市町村職員共済組合   http://www.h-kyosai.or.jp/ 

   

  公立学校共済兵庫支部     http://www.kouritu.go.jp/hyogo/  

 

職員の福祉及び利益の保護の状況 
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（３）福利厚生事業について 

地方公務員法第４２条により公務能率の向上を図るため、職員の健康管理、元気回復等の福利

厚生事業を次のとおり行っています。 

 

① 主な事業内容について（平成 28年 4月 1日現在） 

名称 給付事業 貸付事業 厚生事業 

加 西 市  

職員互助会 

（福利事業・共済事業） 

健康診断助成金、出産祝金 

傷病見舞金、結婚祝金、弔慰金

（掛金事業） 

リフレッシュ補助券、入学祝品 

罹災見舞金、退会記念品  

無 
割引チケットの斡旋販売 

物資の購読斡旋  

兵 庫 県  

学校厚生会 

傷病手当金、出産手当金 

災害見舞金、会員療養補助金 

入学祝品、卒業祝品、成人祝品 

一般貸付 

住宅貸付 

特別貸付 

指定施設利用補助 

生活用品斡旋販売 

預金事業 

生命保険・損害保険事業 

各種相談事業 

 

 

 

② 公費補助率・会員負担率等について              平成 29年 4月 1日現在 

名称 公費補助率 会員掛金率 会員数 
平成 28年度 

予 算 額 

一人当たり 

公費負担金 

加 西 市  

職員互助会 

給料月額 

×0.75/1000 

給料月額 

×1.75/1000 
650 14,784千円 3,055円 

※平成２７年度より当面の間、兵庫県学校厚生会の負担金が免除となっています。 
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③福利厚生事業にかかる公費負担額                  

名称 
平成 27年度 平成 28年度 

当初予算額 決算額 当初予算額 決算額 

加 西 市  

職員互助会 
3,786千円 3,708千円 3,838千円 3,792千円 

兵 庫 県  

学校厚生会 
0千円 0千円 0千円 0千円 

     

 

（４）利益の保護の状況 

職員は、給与その他の勤務条件に関して、使用者である地方公共団体の当局が適当な措置を執

るべきことについての要求を、またその意に反して懲戒処分等、不利益な処分を受けたと思うと

きは、それについての不服申立てを、公平委員会に対してすることができることとなっています

（地方公務員法第４６条、第４９条の２第１項）。 

 なお、平成 28年度における措置の要求や不服申立て状況は下記のとおりです。 

区 分 
H28.3.31現在 

未処理件数 

H28.4.1～H29.3.31 

申立て件数 

H28.4.1～H29.3.31 

処理件数 

H29.3.31現在 

未処理件数 

措

置

要

求 

給与     

厚生福利     

その他     

不

服

申

立

て 
分限処分     

懲戒処分     

その他     



主催名 研修名 研修概要 研修期間 対象者 参加人員

研修企画担当者研修（10期）
職員研修を企画、実施するために必要な
基礎知識と手法を学ぶ

H28.5.27 担当職員 1

監督職研修（551期） H28.6.13 ～ H28.6.15
係長又は係長相
当職

1

監督職研修（553期） H28.7.4 ～ H28.7.6 　　　　〃 1

監督職研修（554期） H28.7.11 ～ H28.7.13 　　　　〃 1

公務員倫理指導者養成研修（16
期）

公務員倫理指導者の養成 H28.7.5 ～ H28.7.7 係長以上職員 1

女性リーダー研修（3期）
女性リーダーに期待されるマネジメン
ト、コミュニケーション

H28.8.2、9.6
女性管理・監督
職

1

クレーム対応力向上研修(個人
対応力強化ｺｰｽ)

職場や窓口でのクレームに対する対応策
を学ぶ

受講希望者 1

政策形成実践研修
フィールドワークを含む実習や講義を通
じ、実践的な政策づくりの考え方や手法
を学ぶ

受講希望者 1

民法研修（63期） 民法に関する知識の習得 H28.9.28 ～ H28.9.29 受講希望者 2

管理職研修（358期） H28.10.17 ～ H28.10.18
課長又は課長相
当職

3

管理職研修（359期） H28.10.24 ～ H28.10.25 〃 3

中堅職員研修（344期） H28.9.12 ～ H28.9.14

採用後概ね10年
以降の役付で無
い職員

1

中堅職員研修（345期） H28.10.5 ～ H28.10.7 〃 1

中堅職員研修（346期） H28.10.11 ～ H28.10.13 〃 1

中堅職員研修（347期） H28.10.31 ～ H28.11.2 〃 2

中堅職員研修（348期） H28.11.7 ～ H28.11.9 〃 2

職員第１部研修（538期） H28.12.12 ～ H28.12.14
在職3年以上概ね
29歳以下の職員

3

職員第１部研修（539期） H29.1.18 ～ H29.1.20 〃 2

職員第１部研修（540期） H29.2.6 ～ H29.2.8 〃 2

新任職員研修
地方公務員制度、地方自治制度、公務員
倫理、接遇、文書、財務会計、人権教育
等に関する基礎知識の習得

H28.5.16 ～ H28.5.20 新規採用職員 6

接遇研修 公務員として必要な接遇の知識、技術の習得 H28.6.15、6.21
在職1年以上概ね
29歳以下の職員

7

政策法務研修 自治体の政策形成、自治における政策課題 H28.7.29 受講希望者 4

職員研修①（前期） タイムマネジメント研修 H28.9.6
概ね25～29歳の
中堅職員

5

職員研修①（後期） ビジネス文書研修 H28.9.16 　　　　〃 5

管理職研修（前期） 人材活用（タイプ別分析）、組織活性化 H28.10.12
課長又は課長相
当職

2

管理職研修（後期） 部下育成、問題解決、職場実践の考察 H28.10.18 　　　　〃 2

監督職研修（前期） 部下育成、コミュニケーションスキル H28.10.14
係長又は係長相
当職

2

監督職研修（後期）
ティーチング、コーチング、職場実践の
考察

H28.10.19 　　　　〃 2

技術職員研修
土木技術における実践的な管理方法や新
工法の習得

H28.11.30 土木技術職員 5

法制執務研修 法制執務に関する基礎知識等の習得 H29.1.11 ～ H29.1.12 受講希望者 4

職員研修②（前期） プレゼンテーション研修
概ね30～35歳の
者

4

職員研修②（後期） 顧客満足、課題解決のための技法 H29.2.16 　　　　〃 4

北播磨広域
定住自立圏

ソリューションフォーカス（解
決志向）研修

問題解決に焦点をあてた考え方、肯定的
視点でのコミュニケーション能力開発

H28.11.28
概ね在職10年以
上の中堅職員

6

ワーキングマザーキャリア研修
子育て中の職員同士で情報や悩みを共
有、主体的なキャリア形成と、ワークラ
イフバランスの実現を図る

H29.2.2
子育て中の女性
職員

5

選挙事務担当職員研修
選挙管理の留意点、選挙運動、政治活
動、選挙人名簿等について知識の習得

H28.5.9 担当職員 1

給与事務担当職員研修 地方公務員給与の基礎知識の習得 H28.6.9 ～ H28.6.10 担当職員 1

兵庫県自治
研修所

仕事と人のマネジメント、市町行財政の
現状と課題、地方自治の動向と政策形
成、コーチング等

H28.8.10

H28.8.8～H28.8.9
H28.8.19

H28.9.5～H28.9.6

管理職の役割と権限、組織のリーダーと
して戦略的な行政経営を行うための知識
と能力の向上

交渉・調整力、政策形成能力、公務員倫
理、中堅職員としてのキャリア形成

コミュニケーション能力や説明・発信力
の習得、課題解決の技法等

播磨内陸広
域行政協議
会

H29.1.31、2.1

兵庫県市町
振興課

職員研修の状況について

　住民全体の奉仕者としてふさわしい職員を養成し、その勤務能率の発揮及び増進を図り、地方行政の民主的かつ能
率的な運営の実施に資することを目的として職員研修を実施しています。なお、平成28年度の実施状況については下
記のとおりとなっております。
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主催名 研修名 研修概要 研修期間 対象者 参加人員

地方公営企業会計担当職員研修
地方公営企業会計制度、官庁会計と企業
会計の比較、決算、財務諸表の作成

H28.7.27 ～ H28.7.29 担当職員 1

栄典事務担当職員研修 栄典事務に関する基礎知識等の習得 H28.7.29 担当職員 1

「住民基本台帳ネットワークシ
ステム担当者研修」

住基ネットにおける最近の状況、情報セ
キュリティ、機器更改概要、社会保障・
税番号制度に関する説明

H28.8.3 担当職員 2

法務能力向上のための特別セミ
ナー

地域の独自政策、条例作成等にかかわる
法務等の高度かつ専門的な知識を習得

H28.8.9 ～ H28.8.10 受講希望者 1

財政担当職員研修
市町行財政の現状と課題、財政健全化法
など財政全般の基礎知識の習得

H28.8.25 担当職員 2

交付税担当職員研修
地方交付税制度にかかる必要な知識の習
得

H28.8.26 担当職員 1

徴収事務担当職員研修 徴収関係法令解説、滞納処分の実務 H28.8.23 ～ H28.8.24 担当職員 1

人事・労務担当職員研修 人事労務に携わる職員として必要な知識の習得 H28.9.8 担当職員 1

個人番号制度研修
マイナンバー制度の今後の展望、マイナ
ンバーカードの活用

H28.9.14 担当職員 2

法制執務担当職員研修 法制執務に関する実務能力の向上 H28.9.26 ～ H28.9.27 受講希望者 3

新地方公営会計の整備に関する
研修

財務書類作成及び資産評価と固定資産台
帳整備に必要な知識の習得

H28.10.6 ～ H28.10.7 担当職員 1

地方公営企業会計の適用・経営
戦略策定研修

新地方公営企業会計及び経営戦略策定に
おける必要な知識の習得

H28.11.10 ～ H28.11.11 担当職員 2

監査事務担当職員研修
定期監査と決算審査、住民監査請求にか
かる知識の習得

H28.11.30 担当職員 1

パソコン研修（中級） 同左 H28.9.7～H28.9.8　他 受講希望者 3

パソコン研修（エクセル応用） 同左 H28.9.23　他 受講希望者 2

パソコン研修（パワーポイント
一般）

同左 H28.10.3 受講希望者 1

自治大学校
ｅ-ラーニング講座

「地方公務員制度」「地方自治制度」
「地方税財政制度」

H28.4.1 ～ H29.3.31 担当職員 3

人事評価制度の運用と処遇反映
のポイント

同左 H28.8.8 ～ H28.8.9 担当職員 1

行政不服審査における実務対応 同左 H28.10.4 ～ H28.10.5 担当職員 2

地方創生に向けた「まちづく
り」手法セミナー

同左 H29.1.17 担当職員 1

平成28年度全国地域づくり人財
塾

人材の活性化、地域再生、創造的過疎に
よる持続可能な地域づくり

H28.5.11 ～ H28.5.13 受講希望者 1

平成28年度福祉行政のエッセン
ス

社会福祉の基礎、障害者福祉、少子化対
策と児童福祉

H28.9.5 ～ H28.9.9 担当職員 1

平成28年度自治体職員のための
マーケティングの基本

マーケティングの基礎的な知識の習得、
シティプロモーション等各種戦略を立
案、展開する手法を学ぶ

H28.10.17 ～ H28.10.19 担当職員 1

地方公共団
体情報シス
テム機構

ｅ-ラーニングによる情報セ
キュリティ研修

最新の情報セキュリティ技術や個人情報
の取扱に関する一般知識の習得及び意識
レベルの向上を図る

H28.9.23 ～ H28.12.16 係長級の職員 17

加西商工会
議所

ビジネスマナー研修
ビジネスマナーとコミュニケーション力
の向上

新規採用職員 3

内部研修 新任職員研修
地方公務員制度、接遇、財政、公務員倫
理等に関する基礎知識の習得

H28.4.4 ～ H28.4.6 新規採用職員 6

「健診結果の見方」学習会
自己の健診結果に基づき、健康管理、病
気予防の知識を深める

H28.8.15 受講希望者 10

認知症サポーター養成講座
認知症に関する正しい知識を持ち、市民
サービスの向上を図る

H28.10.5
各職場より1/2程
度

93

救急救命講習会
応急手当の目的・必要性、心肺蘇生法、
ＡＥＤの使用方法を学ぶ

H28.10.17 ～ H28.10.19
各職場より1/2程
度

161

文書事務研修 同左 H28.10.21
在職期間が概ね
10年未満の職員

30

人事評価 面談研修
人事評価における面談の重要性、具体的
なコミュニケーション手法を学ぶ

H28.11.1 管理職員 56

人権研修会 同左 H28.11.8 ～ H28.11.9 全職員 304

はじめての手話講座
挨拶、窓口で使用する手話、聴覚障がい
者の特性や生活について学ぶ

H29.2.28、3.23
各職場より1/4程
度

88

その他 再生塾・基礎編セミナー
まちづくりと交通政策、公共交通活性化
等

H28.6.4 担当職員 1

再生塾・アドバンスドコース
総合的な交通政策の計画策定等をフィー
ルドワークを通じて学ぶ

H28.8.6　他（計6回） 担当職員 1

社会福祉会系簿記「入門講座」
社会福祉法人への指導監査、社会福祉会
計簿記の基礎を学ぶ

H28.7.12 担当職員 1

　
兵庫県市長会＜中堅職員視察研
修＞

先進的な施策を展開する自治体への視察
研修

H28.10.19～H28.10.20　他
係長級の対象職
員

2

　 財務基礎研修
財務諸表の基本的知識、財務分析の手法
を学ぶ

H29.3.17 担当職員 1

H28.4.13

（財）兵庫
県市町村振
興協会

日本経営協
会

全国市町村
国際文化研
修所
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